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２０２１年 ３月 ３日 
 

(一社) 滋賀グリーン活動ネットワーク   
事務局長   辻 博子 



5箱で298円 
純粋パルプ100％。水に強く濡れて 
も丈夫。白くてやわらか。まるで 
絹のような肌ざわりの上質感。 

    5箱で383円  
学校などで集めた牛乳パックのリサイ 
クル製品。1箱1円の基金を含み、牛乳 
パック回収のための事業費に使われる。 
ほどよい白さで、じゅうぶん柔らか。 

どっちを選びますか？ 

出典：冊子「びわ湖発グリーン購入ものがたり」発行滋賀グリーン活動ネットワーク ※価格は２００４年当時の参考価格 



家電製品の事例 統一省エネラベル 

出典 一般財団法人省エネルギーセンター 

http://www.eccj.or.jp/labeling_program/index.html#labeling 

省エネラべリング制度 
 

家電製品やガス石油機器が
トップランナー基準をどの程
度達成しているか、達成度合
いを数値（％）とともに表示（１
００％以上は緑） 

エアコン、テレビ、 
冷蔵庫、電気便座、 

家庭用蛍光灯器具
に表示 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/a/a7/Energy_Conservation_Logo.svg
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 買い物は「投票」 

自分たちの未来は、 自分たちで選ぶ！ 

か   もの    とうひょう 



製品やサービスを購入する際に､ 
 
１ 環境を考慮して､ 必要性をよく考え､ 
 
２ 環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで、 
 
３ 環境活動に熱心な事業者から 購入すること。 

グリーン購入とは 
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＜初動期＞ 

 1980年代から自治体等で再生紙や低公害車の購入活動が始まる 

 1989年、エコマーク事業が開始 

＜発展期 －民間と自治体のイニシアティブ＞ 

 1994年、滋賀県が全国に先駆けて包括的なグリーン購入の 

   指針を策定し、組織的取組を開始 

 1996年、GPN設立。自主的なグリーン購入活動が 

   全国的に拡大。さまざまな先進的取組が生まれる 

 1999年、滋賀GPN（当時）設立 

＜普及期 －法律による底上げ・普及＞ 

 2001年、グリーン購入法が施行。行政機関の取り組みが一気に加
速し、普及する。 

 2006年、滋賀県がグリーン入札を開始。 

全国のグリーン購入活動の流れ 



廃棄物処理法 資源有効利用促進法 

・廃家電を小売
店等が消費者よ
り引取 

・製造業者等に
よる再商品化 

工事の受注者が 

・建築物の分別解体 

・建設廃材等の再資 

 源化 

食品の製造・加
工・販売業者が食
品廃棄物等を再生
利用等 

環境基本法 循環 
自然循環 

社会の物質循環 

環境基本計画 

・容器包装の市町
村による分別収集 

・容器の製造・容
器包装の利用業者
による再商品化 

循環型社会形成の推進のための法体系 

 

○ 基本原則、 ○ 国、地方公共団体、事業者、国民の責務、 ○ 国の施策 

循環型社会形成推進基本計画 ：国の他の計画の基本 

循環型社会形成推進基本法（基本的枠組み法） 
社会の物質循環の確保 

天然資源の消費の抑制 

環境負荷の低減 

＜ リサイクルの推進 ＞ ＜ 廃棄物の適正処理 ＞ 

①廃棄物の発生抑制 

②廃棄物の適正処理（リサイクルを）含む 

③廃棄物処理施設の設置規制 

④廃棄物処理業者に対する規制 

⑤廃棄物処理基準の設定      等 

①再生資源のリサイクル 

②リサイクル容易な構造・材質等の工夫 

③分別回収のための表示 

④副産物の有効利用の促進 

      ﾘﾃﾞｭｰｽ 

ﾘｻｲｸﾙ→ﾘﾕｰｽ 

      ﾘｻｲｸﾙ 

個別物品の特性に応じた規制 

ビン、ＰＥＴボト
ル、紙製・プラス
チック製容器包
装等 

エアコン、冷蔵庫、 

テレビ、洗濯機 

(１Ｒ)   (３Ｒ) 

H13.4完全施行 

H13.5完全施行 

Ｈ19.6一部改正 

H13.4 

完全施行 
H12.4完全施行 

Ｈ18.6一部改正 

H22.5一部改正 

H14.5 

完全施行 

H13.4全面改正施行 

H6.8完全施行 

H13.1完全施行 

H17.1 

本格施行 

・関係業者が使用済み
自動車の引取、ﾌﾛﾝの回
収、解体、破砕 

・製造業者等がｴｱﾊﾞｯ
ｸﾞ・ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄの再資
源化、ﾌﾛﾝの破壊 

木材、コンク
リート、アスファ
ルト 

食品残さ 自動車 
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（リサイクル製品の買い支え） 

Ｈ25.4施行 

携帯電話、デジタル
カメラ、ゲーム機等 

※具体的に回収・リ

サイクルする品目は
市町村ごとに決定 

小型電子 

機器等 
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グリーン購入法（国が率先して再生品などの調達を推進） 8 



グリーン購入ネットワーク（GPN）の会員数 

GPNの地域組織として活動していた2012年当時、会員数は、東京都に次ぎ全国2番目。
滋賀県が活動発祥の地でもあり、県内のすべての自治体が参加しているのは滋賀だけ。 



• 非営利型の一般社団法人 

• 産官学民のネットワーク組織 

• 1999年12月設立、2013年法人化、2019年6月4日改組 

• 会員数  約480団体 （企業、行政、各種団体の合計） 

滋賀グリーン活動ネットワークの概要 

           滋賀から「グリーン経済」をつくる 
 

 ～子や孫の世代まで幸せや豊かさを実感できる「未来よし」な社会をつくる～ 

ビジョン 

・フォーラム、セミナー、研修会、見学会の開催 
・自治体会員の連絡会議、啓発リレーの実施 
・地域講座や大学講義への講師の派遣 
・表彰制度「買うエコ大賞」  
・子どもたちの未来のために、「三方よしエコフェア」開催 
・会員による研究会活動 
・「ＧＰプラン滋賀」（県より受託）の運営  他多数 

主な活動 
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滋賀ＧＰＮ ： 環境行動をひろめる、様々な事業 

11 

活動理念 ＝  みんなで！ 構えないで！ 楽しく！ 
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「滋賀県流グリーン購入」のひろがり 
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消費行動は、全ての目標につながる 
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持続可能な消費と生産の 
パターンを確保する 
 

 グリーン購入・エシカル消費の 
 取り組みに直結する目標 
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映画から 

考えてみましょう 
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紛争鉱物 
 

規制対象の鉱物資源 
（米国金融規制改革法（ドッド・フランク法）） 

 

・錫（スズ）鉱石 

・タンタル鉱石        ３ＴＧ 

・タングステン鉱石 

・金鉱石 

 
上記４鉱物を自社製品の製造に使用している場合やその原材料と 

して使用している場合には、その産地について一定の調査が必要 
 

※その産地がコンゴ民主共和国及びその周辺国であれば、 

 より具体的に産地や加工施設などに関する詳細な調査が必要 

 
同国にとって鉱業は主要産業の一つ。 

武装勢力とは無関係の鉱山等を支援することも今後の課題といえる。 
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グリーン購入法（国が率先して再生品などの調達を推進） 17 



18 認定事業者：53社 

小型家電の回収量 中央環境審議会資料より 

制度開始時に設定した回収量の目標値１４ 万トンは未達 
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１人あたり年間回収量別の市町村数 

中央環境審議会資料より 

目標達成の目安となる１人当たり１kg の回収量を達成した市町村は ２５％ 

ボックス回収のみ 約５％ 

ステーション回収のみ 約４２%  

ピックアップ回収のみ 約５３% 

※回収状況による差 
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東京2020オリンピック・パラリンピック 

約5000個の金・銀・銅メダル 

使わなくなったスマートフォンなど全国各地から集めた 

リサイクル金属で作る国民参画型プロジェクト 

都市鉱山からつくる！ 

みんなのメダルプロジェクト 



22 
国際社会が2030年までの15年間、 
地球全体で目指すべき目標 「持続可能な開発目標」 （ＳＤＧｓ） 
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Sustainable Development Goals （ＳＤＧｓ） 
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Sustainable Development Goals （ＳＤＧｓ） 
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Sustainable Development Goals （ＳＤＧｓ） 
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ＳＤＧs目標１２を達成するために、 

私たちにもできることがあります。 

 

 

１．自分が出すごみを減らすこと 

 

２．グリーン購入、エシカル消費を 

  心がけること 

 

３．ＳＤＧsに取り組む事業者を応援すること 

「個人として、できることとは？」 



世界74か国、165万人以上の生産者・労働者が参加 
世界125カ国以上で32,000以上の認証製品が流通 

RE：フェアトレード・ラベル・ジャパン 
   事務局長 中島佳織氏 

途上国の小規模生産者や労働者に 
 

・最低買入価格の保証 

・中間業者を通さない直接取引 

・奨励金の保証 

・長期にわたる売買契約 

・最高60%までの前払い 
 

この製品を購入することは、開発途上国の生産者や労働者の 

労働条件と生活状況の改善および環境保全の促進につながる 

国際フェアトレード認証ラベル 
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国際社会が2030年までの15年間、 
地球全体で目指すべき目標 「持続可能な開発目標」 （ＳＤＧｓ） 



（一社）滋賀グリーン活動ネットワーク事務局 お問い合わせ 

TEL  077-510-3585 FAX 077-510-3586 

E-mail   sgpn@oregano.ocn.ne.jp 

ホームページ http://www.shigagpn.gr.jp/ 

～ 1人の100歩より、100人の1歩 ～ 

買い物は「円」の投票 

  1票の重さを大切に。 
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